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高齢女性におけるウェディングドレス着用効果の検討
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要　　約
　本研究は，高齢女性にウェディングドレスを着用して頂き，写真撮影を行うというイベントが，
高齢女性の身体機能や精神機能にどのような影響を及ぼすかを調査することを目的に実施した。
これまで，高齢者における「おしゃれ」や「身体活動」の効果については，それぞれ数多くの報
告がなされている。しかし，社交ダンスのように，おしゃれとともに身体活動を行うことが高齢
女性の心身に与える効果について報告されたものはほとんどない。今回のイベントは，ウェディ
ングドレスを着用するという「非日常的なおしゃれ」と，写真撮影時にポージングを行うという「身
体活動」を取り入れることにより，化粧療法以上に高齢女性の生活意欲向上が期待できるのでは
ないかと考え実施した。研究結果より，高齢女性の精神機能への影響が明らかとなった。
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はじめに
　高齢者が自立した生活を送るためには，余暇活動として趣味の活動や友人との交流の時間を持
つこと，社会参加することなどが重要である。余暇活動の中でも，特に日常生活で体を動かす身
体活動や運動が，高齢者の肯定的な感情を促進し生活の質の向上に効果があるとされている１）。
高齢者が肯定的な感情を持つことは，高齢者の生活意欲を向上させることにもつながるのではな
いかと考える。
　高齢者の生活意欲向上方法の一つとして，高齢者がおしゃれへの関心度を高めることがある２）。
身だしなみを整えおしゃれを意識することは，自分自身を引き立て楽しく心地よい緊張感を持つ
ことを可能にし，介護予防にもつながる３）。一方，高齢者が身だしなみやおしゃれに対して消極
的になることは，自分自身の積極的な生き方を放棄してしまうことにつながり，心身ともに老化
を促進させてしまう要因となる４）。おしゃれには化粧をしたり，服装や髪型を整えるなど様々な
方法があるが，中でも化粧の効果について黒田ら５）は，化粧には気分・感情の改善，自己概念
の変化，性格傾向の変化などの心理的効果があると報告している。また，堤４）は高齢者が化粧
をすることは社交性を高め，生活意欲を引き出す手段として有効であると述べている。他にも化
粧をきっかけに生活態度が改善した，何事にも積極的になったという報告がある６）。
　このように化粧による心理的効果は多数報告されている。しかし，高齢者が化粧などのおしゃ
れを行うのと同時に身体活動を行うことによる心身機能への影響を検討したものはほとんどない。
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おしゃれと同時にできる身体活動としては，身だしなみを整えて散歩に出かけることや，社交ダ
ンス・フラダンス・日本舞踊などの活動，ファッションショー・写真撮影時のウォーキングやポ
ージングなどがあり，これらはおしゃれとともに身体活動を行うため，化粧療法以上に肯定的な
感情が増え，生活意欲向上につながるのではないかと考える。高齢者だからと地味なものばかり
着ていては気がめいるが，若々しい格好やおしゃれをすることで気持ちも若返り，気分にも張り
が出る7）ことからも，日頃は行わないような，つまり非日常的なおしゃれが心身機能に良い効果
があるのではないかと考えた。
　そこで今回，「非日常的なおしゃれ」と「身体活動」をテーマに高齢女性にウェディングドレ
スを着用して頂きポージングをしながら写真撮影を行うイベントを提供し，心身への影響を調査
することとした。今回のイベントは，化粧とは異なり写真撮影時のポージングとして立位や座位
などをとる身体活動を取り入れている。このような写真撮影時のポージングによる身体活動は，
身体機能が低下しスポーツやダンスなどが困難な高齢者であっても比較的実施しやすい。
　本研究は，非日常的イベント時の装飾であるウェディングドレスを着用してポージングをしな
がら写真撮影を行うことによる高齢女性の心身機能への影響を調査する。
１．目的
　本研究は，高齢女性がウェディングドレスを着用して写真撮影を行うことにより身体機能およ
び精神機能にどのような影響を及ぼすのか調査することを目的とする。
２．用語の定義
　高齢女性とは，65歳以上の女性とする。また，ポージングとは写真撮影時に立位や座位など
体位を変えたり，手足を自由に動かし様々な姿勢をとることとする。
３．研究方法
3.1　対象
　対象は，在宅で生活されている65歳以上の女性で認知症やコミュニケーション障害がなく，
ウェディングドレス着用後の立位および座位保持が可能な者15名のうち研究に同意が得られた
13名とした。
3.2　方法
　対象には研究開始前に本研究の内容および実施の流れについて説明し，研究への同意を得た後
に対象の基本属性（年齢，職業，家族構成，既往歴，現病歴，内服中の薬剤，おしゃれへの関心
の有無，趣味や生きがい）についての聞き取りを実施した。
　基本属性以外のデータ収集方法は，ウェディングドレスを着用する前（ウェディングドレス
着用前）とウェディングドレスを着用し写真撮影を施行した後（ウェディングドレス着用後）
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に，研究者が対象の血圧・脈拍数・唾液アミラーゼ値を測定し，日本版 POMS（Proﬁle of Mood 
States）は自己記入式で回答を得た。日本版 POMS は気分を表す65項目の言葉が提示されており，
各項目ごとに5段階（０～４点）のいずれかを選択し各感情尺度（緊張―不安；T-A，抑うつ - 落
ち込み；D，怒り―敵意；A-H，活気；V，疲労；F，混乱；C）ごとに合計得点を算出するもの
である８）。また，ウェディングドレス着用前には，着用前の意見や感想の聞き取りを実施した。
同様にウェディングドレス着用後には，着用後の意見や感想の聞き取りを実施した。
　着用して頂くウェディングドレスは，３着の中から対象の好きなウェディングドレスを選択し
て頂いた。ネックレス・イヤリング・髪飾り・ブーケ・ベール・手袋などは写真撮影中に対象の
好みで装着して頂いた。また，写真撮影は仮設スタジオを作成し，ライト２台を使用した。撮影
中のポージングは基本的に対象の自由としたが，対象からポージングについて質問があった場合
はこちらから提案した。また，写真撮影時間は約30分とした。
　対象の血圧と脈拍数測定は家庭用自動電子血圧計（オムロンヘルスケア株式会社）を使用し，
唾液アミラーゼ値測定は酵素分析装置唾液アミラーゼモニター（ニプロ株式会社）を使用した。
3.3　研究期間
　平成22年８月～12月
3.4　分析方法
　血圧・脈拍数・唾液アミラーゼ値はウェディングドレス着用前とウェディングドレス着用後に
おける各値を t 検定にて比較し統計学的有意差を求めた。日本版 POMS も同様にウェディング
ドレス着用前，ウェディングドレス着用後における各得点を t 検定にて比較し統計学的有意差を
求めた。
3.5　倫理的配慮
　対象には，本研究の目的と内容を説明し，書面にて同意を得た。倫理的配慮として，本研究へ
の参加は自由意志によって決定し，不参加の場合であっても不利益を被ることは一切ないこと，
本研究への参加に同意した後であっても，いつでも取り辞めることが可能であること，個人情報
の取り扱いに留意しプライバシーや匿名性の保護には十分配慮する旨を書面にて説明した。
４．結果
4.1　対象の属性
　対象の平均年齢は74.5±7.6歳，職業は有職者３名（23.1%）であった。対象全員がおしゃれ
に関心があると答え，趣味や生きがいが無いと答えた者は１名（7.7%）であった（表１）。また，
ウェディングドレス着用当日は，化粧の有無や髪型などは自由としたところ，対象全員が化粧を
していた。そのうち，日頃は化粧をしていないと回答した者は１名（7.7%）のみであった。
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4.2　身体機能について
　身体機能の情報として血圧・脈拍数・唾
液アミラーゼ値をウェディングドレス着用前
後に測定した。血圧はウェディングドレス着
用 前154.6±14.8/91.4±11.2mmHg， ウ ェ
ディングドレス着用後157.2±17.2/90.8±
10.7mmHg であった（図１）。脈拍数はウェ
ディングドレス着用前73.0±13.3/min，ウ
ェディングドレス着用後70.8±10.1/min で
あった（図２）。唾液アミラーゼ値はウェデ
ィングドレス着用前107.8±88.3kIU/L，ウ
ェディングドレス着用後106.2±76.0kIU/L
であった（図３）。血圧・脈拍数・唾液アミ
ラーゼ値ともにウェディングドレス着用前後
で有意な差を認めなかった。
4.3　精神機能について
4.3.1　日本版 POMS
　日本版 POMS の各感情尺度の得点をウェ
ディングドレス着用前後に測定した。T-A は
ウェディングドレス着用前3.9±5.4，ウェデ
ィングドレス着用後1.7±2.4，D はウェディ
ングドレス着用前1.2±2.4，ウェディングド
レス着用後0，A-H はウェディングドレス着
用前0.9±1.6，ウェディングドレス着用後0，
V はウェディングドレス着用前21.1±5.9，
ウェディングドレス着用後25.2±8.6，F は
ウェディングドレス着用前1.5±2.4，ウェデ
ィングドレス着用後0.3±1.1，C はウェディ
ングドレス着用前4.2±2.0，ウェディングド
レス着用後2.5±2.0であった。ウェディング
ドレス着用前後の日本版 POMS の比較では，
C のみがウェディングドレス着用前に比べウ
ェディングドレス着用後に有意な低下を認め
た（図４）。
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表１．対象の背景
年齢 ( 平均値±標準偏差 歳 ) 74.5±7.6
職業 有職者 3 (23.1)
無職者 10 (76.9)
家族構成 独居 3 (23.1)
2名 7 (53.8)
3名以上 3 (23.1)
趣味・生きがい 有 12 (92.3)
無 1 (7.7)
おしゃれへの関心 有 13 (100.0)
無 0 (0.0)
n=13, 人数 (%)  
図１．ウエディングドレス着用前後の血圧の比較
　　　n=13,  P<0.05
図３．ウエディングドレス着用前後の
　　　唾液アミラーゼ値の比較　n=13,  P<0.05
図２．ウエディングドレス着用前後の脈拍数の比較
　　　n=13,  P<0.05
図４．日本版POMSにおける各項目の得点の比較
　　　POMS：Proﬁle of Mood States,T-A：緊張―
　　　不安 , D: 抑うつ―落込み , A-H：怒り―敵意 , 
　　　V：活気 , F：疲労 , C: 混乱　n=13, ※P<0.05
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4.3.2　ウェディングドレス着用前後の意見・感想
　ウェディングドレス着用前は，「はじめてだからワクワクする（８名）」，「緊張している（６名）」，
「この年齢でドレスを着ていいのですか（２名）」，「若くなりたい気分（１名）」などの意見があ
った。ウェディングドレス着用後は，「写真の出来上がりが楽しみ（11名）」，「一生の記念にな
った（10名）」，「もっと若ければよかった（７名）」，「嬉しかった（５名）」，「又，いろいろなド
レスが着てみたい（３名）」，「素敵な時間だった（３名）」などの意見があった（表２）。
５．考察
5.1　身体機能
　今回，身体機能の情報として血圧・脈拍数・唾液アミラーゼ値をウェディングドレス着用前後
に測定した。
　ウェディングドレス着用前後において，全ての項目で有意な差を認めなかった。血圧はウェデ
ィングドレス着用前後ともに高値を示しているが，これは高血圧症の診断を受けている対象が7
名いたことが影響していると考える。高血圧症の診断を受けている対象と受けていない対象では
血圧の変動に差がでることを考慮し，全対象を高血圧症の有無により２群に分類し，ウェディン
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グドレス着用前後の血圧をそれぞれ比較したが，ともに有意差を認めなかった。脈拍数と唾液ア
ミラーゼ値の測定においてもウェディングドレスの着用前後で有意な差を認めず，高血圧症の診
断による影響もなかった。
　ただし，今回のイベント時の写真撮影時間は約30分であり，ポージングによる身体活動自体
は低負荷であるが，長時間持続して身体を動かしているため，今回測定した数値には変動は無か
ったが，他の身体的側面においては変化が生じている可能性があり，今後の検討課題としたい。
5.2　精神機能
　日本版 POMS の各感情尺度の得点をウェディングドレス着用前後に測定した。また，ウェデ
ィングドレス着用前後に，その時の意見や感想について聞き取りを実施した。
　日本版 POMS においてウェディングドレス着用前後に有意差を認めた感情尺度は C のみであ
った。C は混乱を意味し，「頭が混乱する」などの項目から構成され，当惑，思考力低下をあら
わしており，この得点の増加は，自覚的な認識・思考障害を示すといえる８）。今回ウェディング
ドレス着用後に C の得点が著明に低下した理由は，全対象にはウェディングドレス着用前に研
究の主旨や流れを説明しているが，実際にウェディングドレスを着用し，どのように研究が進ん
でいくのかへの混乱があったのではないかと考えられる。また，ウェディングドレス着用前に ｢
この年齢でドレスを着ていいのですか ｣ という意見もあり，ウェディングドレスを着用すること
自体にも混乱があったのではないだろうか。つまり，ウェディングドレス着用後の日本版 POMS
の C の得点の著明な低下は，イベント終了により混乱していた気持ちが整理されたことを示唆
している。
　その他の項目では有意な差は認めなかったが，T-A，D，A-H，F はウェディングドレス着用後
に得点が低下した。T-A は，「気がはりつめる」，「不安だ」などの項目からなり，緊張感および
不安感をあらわしている８）。ウェディングドレス着用前には「緊張している」という発言があっ
たことからも，初めての体験であることや，着慣れないウェディングドレス着用における緊張感
や不安があったが，ウェディングドレス着用後はイベント終了により気分がリラックスしたため
T-A の得点が低下したと考えられる。ウェディングドレス着用後の意見・感想で，「素敵な時間
だった」，「嬉しかった」など肯定的感情の出現が多かったことからも，ウェディングドレス着用
による緊張は石塚ら３）の結果と同様に，おしゃれによる心地よい緊張感であったと考える。D は，
ゆううつだなどの項目から成り，自信喪失感を伴った抑うつ感をあらわしており，A-H は，「怒る」，
「すぐ喧嘩したくなる」などの項目を含んでおり，この尺度が高い場合，不機嫌であることを示す８）
が，ウェディングドレス着用後はこれらの得点が０であった。本研究対象は，ウェディングドレ
ス着用前から D や A-H の得点が低値であったが，ウェディングドレス着用後には抑うつ気分や
怒りの気分が全く無い状態になったということは，イベントの効果であったと考える。身体活動
や運動の実施は不安感の減少や抗抑うつ的効果，自信回復などの効果がある９）と報告されてい
るが，今回の研究からもウェディングドレス着用によるポージングという身体活動が不安軽減に
有効であったと考える。
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　Vはウェディングドレス着用後に得点が増加した。Vは元気さ，躍動感，活力をあらわし，「生
き生きする」などの項目で構成されており，この得点低下は活気が失われていることを示唆する８）。
ウェディングドレス着用後に「人生をやり直せるような新たな気持ちになった」，「恋をしたくな
った」と活気にあふれる前向きな意見が聞かれた。箱井ら10）は，高齢者がファッションショー
に参加したことによって，高齢者の被服意識，行動にどのような変化が生じるかについて調査し
た結果，高齢者のファッションショーは，高齢者にとって刺激となり，行動意欲を高め，日常生
活に積極性をもたらす可能性があると述べている。ウェディングドレス着用も高齢者のファッシ
ョンショーと同様に，「非日常的なおしゃれ」と「身体活動」の要素を取り入れており，これら
の要素が高齢女性にとって刺激となり生活意欲向上につながったと考える。
　高齢者がおしゃれに関心を持つことで，おしゃれに自信をつけ，他者からの評価を得ることに
より，他者とのコミュニケーションを可能にし，生きることに積極的になる２）という報告があ
るように，今回ウェディングドレス着用により，おしゃれに関心を向けることで活力が溢れ，生
きる意欲を高めることにつながったと考える。また，ウェディングドレスは３着の中から対象自
身の好きな物を選択して頂いており，自分に似合うドレスはどれだろうかと考えることでおしゃ
れに関心を向けることになる。写真撮影時にも，髪飾りやブーケなど好きな装飾品を対象自身で
選択し使用して頂いたが，その際にも自分の好きな装飾品を選択することで，おしゃれ関心度を
高めることにつながったと考える。
　ウェディングドレス着用は，非日常的なイベントであり，個々で取り組むことは難しいが，こ
のようなおしゃれに関するイベントの提供により，日々の服装や髪型へのおしゃれ関心度を高め
るきっかけになるのではないだろうか。また，化粧の効果として化粧後は気分が覚醒状態になり，
不安が低減し，満足度が上昇したり，化粧をすることで高齢者は対人関係に積極的になる11）と
いわれているが，今回のイベント後には，この化粧の効果に類似した効果が出現することが明ら
かとなった。そして，ウェディングドレス着用後には，対象からは「写真の出来上がりが楽しみ」
という発言が多く聞かれたことからも，ウェディングドレスを着用するだけではなく，ポージン
グを行いながらの写真撮影を行うという行為がさらに活力の向上につながったのではないかと考
える。
　今回の研究対象は，もともと生きがいや趣味などの活動を活発にされている方が多かったこと，
全対象がおしゃれに関心があると答えており，おしゃれへの関心度が高いという対象の背景も，
日本版 POMS の得点に影響したと考える。
　今後の課題として，今回はウェディングドレスを着用し写真撮影を実施した直後の心身機能の
状態について検討したが，今後はウェディングドレス着用の持続的な効果についても検討してい
く必要がある。そのためにも，ウェディングドレス着用前後におけるおしゃれ関心度の変化やお
しゃれに関する行動変化などについても調査していきたい。また，今回は，対象１名と看護職者
２名のみでイベントを実施したが，黒田ら５）は高齢女性を対象とした化粧教室の開催による心理・
社会的効果を検討した結果，教室参加者が化粧教室の開催により他者との交流が得られたことが
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良かったと評価しており，Mishra12）も友人との交流により生まれる相互作用が生活満足度の向
上に影響すると報告していることからも，今後は対象１名ずつのイベント実施ではなく，同一時
間に数名の対象が集まり交流し合いながらイベントを進めていく方法も検討したい。
６．結論
１）　高齢女性におけるウェディングドレス着用前後の血圧・脈拍数・唾液アミラーゼ値に著明
な変化はなかった。
２）　日本版 POMS はウェディングドレス着用後に，C の得点が有意に低下した。
３）　ウェディングドレス着用後に，日本版 POMS の V の得点が増加したことからも，ウェディ
ングドレスを着用し写真撮影を施行することは，高齢女性のおしゃれ関心度を高め生活意欲向
上につながる可能性があると考える。
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